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統
領
他
が
国
連
憲
章
、
国
際
法
、
合
衆

国
憲
法
等
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
、

平
和
に
対
す
る
罪
な
ど
一
九
の
罪
で
起

、

（

、

訴
さ
れ

以
降
三
〇
名

前
田
朗
さ
ん

稲
森
弁
護
士
も
）
が
次
か
ら
次
へ
と
証

言
。
最
後
に
ラ
ム
ゼ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏

が
締
め
の
演
説
を
行
な
い
ま
し
た
。
フ

ィ
ナ
ー
レ
は
サ
ラ
・
フ
ラ
ウ
ン
ダ
ー
ス

氏
に
よ
る
、
壇
上
か
ら
の
「
ギ
ル
テ
ィ

ー
」
コ
ー
ル
に
、
法
廷
傍
聴
者
が
レ
ッ

ド
・
カ
ー
ド
を
掲
げ

「
ギ
ル
テ
ィ
ー
」

、

「
ギ
ル
テ
ィ
ー
」
の
コ
ー
ル
で
応
え
、

有
罪
を
確
定
し
ま
し
た
。
法
廷
と
い
う

よ
り
は
、
デ
モ
直
前
の
「
決
起
集
会
」

の
よ
う
な
法
廷
で
し
た
。
参
加
者
は
全

体
で
四
〇
〇
名
程
度
。
日
本
か
ら
の
一

〇
名
を
超
え
る
参
加
は
海
外
参
加
団
中

最
大
で
す
。
持
ち
込
ん
だ
資
料
は
、
三

〇
〇
部
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
判
決
始
め
、
全
て

配
布
し
ま
し
た
。
会
場
ス
タ
ッ
フ
の
間

で
も

「
法
廷
で
日
本
が
２
人
も
証
言
す

、

る
の
は
始
め
て

「
素
晴
ら
し
い
」
の
声

」

メ
だ

」
の
対
応
の
果
て
に
「
不
信
人
物

。

と
思
わ
れ
た
た
め
か
、
ビ
ル
か
ら
追
い

出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
チ
ー
ム
も
あ
り

ま
し
た
。
一
番
好
調
な
チ
ー
ム
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
代
表
部
の
方

と
会
っ
て
話
を
し
、
記
念
写
真
を
撮
る

な
ど

「
ブ
ッ
シ
ュ
有
罪
」
判
決
を
持
っ

、

て
国
連
ビ
ル
周
辺
を
席
巻
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

Ａ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
合
同
訪
問
団
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

八
月
二
六
日
の
イ
ラ
ク
戦
犯
法
廷
に

は
全
員
で
参
加
し
ま
し
た
。
私
達
は
、

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
入
り
口
前
に
ブ
ー
ス
を

構
え
、
こ
こ
を
拠
点
に
別
会
場
で
ビ
デ

オ
「
ブ
ッ
シ
ュ
を
裁
く
１
・
２
」
の
上

映
会
を
行
い
、
各Hearing(

聴
聞
会)
に

参
加
し
、
証
言
を
行
っ
た
の
で
す
。
一、

〇
会
場
で
開
催
さ
れ
た
聴
聞
会
の
う
ち

“
各
世
界
法
廷
か
ら
の
報
告
”
聴
聞
会

で
は
、
前
田
朗
さ
ん
と
稲
森
弁
護
士
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
法
廷
に
つ
い

て
証
言
し

“
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
争

、

と
侵
略
の
計
画
及
び
そ
の
準
備
”
聴
聞

会
で
は
、
私
（
高
瀬
）
が
「
日
米
安
保

と
日
本
に
お
け
る
イ
ラ
ク
反
戦
運
動
の

現
状
」
を
証
言
し

“
イ
ラ
ク
市
民
と
経

、

”

、

済
イ
ン
フ
ラ
へ
の
攻
撃

聴
聞
会
で
は

安
原
桂
子
さ
ん
が
「
占
領
下
に
お
け
る

女
性
に
対
す
る
暴
力
」
を
証
言
し
、
各

々
好
評
を
博
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
は
、
大
ホ
ー

ル
で
、
い
よ
い
よ
法
廷
で
す
。
冒
頭
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大

今
回
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
法
廷

は
、
既
に
全
世
界
で
開
催
さ
れ
て
い
る、

イ
ラ
ク
世
界
法
廷
や
ブ
ラ
ッ
セ
ル
法
廷

イ
ラ
ク
国
際
戦
犯
民
衆
法
廷
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
イ
ラ
ク
戦
犯。

法
廷
と
し
て
開
催
し
た
独
立
法
廷
で
す

私
達
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
）
は

Ｉ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
招
請
を
受
け
、
合
同
参

加
団
と
し
て
法
廷
に
参
加
し
ま
し
た
。

法
廷
の
前
日
の
八
月
二
五
日
、
私
た

ち
は

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
際
戦
犯
民

、

衆
法
廷
」
判
決
を
持
っ
て
各
国
の
国
連

代
表
部
を
訪
問
す
る
１
日
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
七
〇
数
カ
国
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
三
チ
ー
ム
に
別
れ
、
地
図

を
頼
り
に
各
国
代
表
部
が
入
居
す
る
ビ

ル
を
探
し
当
て
、
飛
び
込
み
で
面
会
を

申
し
入
れ
た
の
で
す
。
対
応
は
様
々
で

す

「
こ
の
ビ
ル
に
は
カ
ナ
ダ
代
表
部
も

。
あ
る
ぞ
。
メ
ー
セ
ー
ジ
は
届
け
な
く
て

い
い
の
か
？
」
な
ど
、
好
意
的
な
反
応

を
得
、
予
定
を
超
え
る
代
表
部
に
判
決

を
届
け
る
こ
と
が
出
来
た
チ
ー
ム
が
あ

る
一
方

「
ア
ポ
イ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
ダ

、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
判
決
を
世
界
に
広

め
る
。

国
連
各
国
代
表
部
に
判
決

を
配
布
し
、
法
廷
で
証
言

（
高
瀬
晴
久
）

も
聞
か
れ
、
世
界
の
反
戦
運
動
と
連
帯

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
運
動
を
世

界
に
広
げ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
で
し

た
。
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で
サ
ラ
・
フ
ラ
ウ
ン
ダ
ー
ス
と
ジ
ョ
ー

ン
・
カ
タ
リ
ノ
ッ
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
イ
ラ
ク
法
廷
に
つ
い
て
こ
う
語
っ

て
い
る
。

「
イ
ラ
ク
の
人
々
に
は
、
自
国
を
守

り
、
か
つ
不
法
な
米
国
の
侵
入
と
植
民

地
占
領
に
抵
抗
す
る
権
利
が
あ
る
。
過

去
の
国
連
総
会
決
議
文
が
、
植
民
地
支

配
と
外
国
従
属
か
ら
の
解
放
を
求
め
る

民
族
の
努
力
は
武
装
闘
争
を
含
め
て
す

べ
て
合
法
で
あ
る
と
宣
言
し
て
き
た
。

し
か
し
、
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
共
犯

者
と
な
り
、
経
済
制
裁
で
イ
ラ
ク
産
業

を
破
壊
し
、
〇
三
年
に
米
国
占
領
軍
に

イ
ラ
ク
資
源
を
引
き
渡
し
た
国
連
は
、

平
和
と
正
義
の
失
格
者
だ
。

そ
れ
に
代

わ
る
独
立
し
た
民
衆
法
廷
が
必
要
で
あ

る
。
米
兵
は
、
不
法
な
命
令
に
抵
抗
す

る
権
利
を
持
つ
。
こ
の
法
廷
で
、
勇
敢

で
率
直
な
米
兵
と
そ
の
家
族
は
証
言
す

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
あ
る
い

は
韓
国
に
米
軍
基
地
に
抵
抗
す
る
人
た

ち
が
い
る
。
イ
ラ
ク
の
人
々
の
強
力
な

抵
抗
は
、
米
軍
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た

民
衆
に
新
し
い
力
を
与
え
た
。
世
界
各

国
の
米
軍
基
地
反
対
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
証
言
す
る

」。

抵
抗
運
動
を
築
く
た
め
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
法
廷
に
参
加

し
て

（
安
原
桂
子
）

午
後
三
時
か
ら
五
時
半
ま
で
、
参
加

者
は
九
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
分
か

れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
六
時
に
は
終
了
し
、
参
加
者
は
講

堂
に
集
ま
り
、
他
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

か
ら
の
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。
夜
九
時

に
ラ
ム
ジ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
最
終

弁
論
が
あ
り
、
参
加
者
は
有
罪
か
無
罪

か
の
判
断
を
示
す
赤
紙
と
白
紙
を
提
示

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
全
員
、
一
斉

に
赤
紙
を
振
っ
て
有
罪
判
決
を
下
し
ま

し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
も
聴
衆
も
、
必
ず
し
も

有
名
人
で
も
、
社
会
的
に
地
位
あ
る
人

た
ち
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
生
き
し
た
魅
力
あ
る

人
た
ち
で
し
た
。

稲
森
さ
ん
の
発
言
は
原
稿
を
出
し
た

時
点
でIAC

の
担
当
者
か
ら
、very

goo

d

と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
の
反
応
も
良
く
て
、
年
配
の
ア
メ

リ
カ
人
女
性
に
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
し

。

、

い
で
す

高
瀬
さ
ん
の
発
言
も
好
評
で

聴
衆
か
ら
質
問
が
い
く
つ
も
出
て
い
ま

し
た
。
私
は
高
瀬
さ
ん
の
後
見
人
を
す

る
た
め
、
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
早
口
に

読
み
上
げ
る
と
教
室
を
脱
出
し
ま
し
た

の
で
、
質
問
が
出
た
か
ど
う
か
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
拍
手
は
予
想
外
に

大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
昼
食

時
に
、
カ
タ
リ
ノ
ッ
ト
夫
人
が

「
と
て

、

も
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
。
イ
ラ
ク
の
女
性
た
ち

は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
た
ち
よ
り
、

ず
っ
と
早
く
か
ら
同
権
運
動
を
始
め
、

ち
ゃ
ん
と
成
果
を
あ
げ
て
き
た
の
ね
。

ア
メ
リ
カ
で
は
ま
だ
憲
法
上
の
男
女
同

権
は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
ん
で
す
も

の
ね

」
と
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
て
く

。

だ
さ
い
ま
し
た
。

８
／
２
６

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
法
廷
報
告

日
本
か
ら
十
名
越
え
る
参
加
団
が
訪
問

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
法
廷
聴
聞
会
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
の
報
告


